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感謝せず、何事も当然と思うこと無かれ。一つの微笑み、


一人の人、一つの虹、一つの息、また一夜の温かな眠りも。








ワルド派 ––その１





中世のキリスト教会に奇妙なことが起こりました。教会と指導者たちは非常に金持ちになり、綺麗な建物や家に住んで、高い宝石や必要以上のお金を持っていました。イエス様が始められた教会は、千年後に強欲で利己的に変わっていました。悲しいですね。1130年頃、アルナルドという勇敢な修道僧が、イエス様のために訴え始め、お金や建物、財産を捨てるように言いました。教会の指導者や、教皇イノセントは彼を憎み、何も捨てなかったばかりか、アルナルドを追放しました。修道僧にもなれなくなりましたが、良い他の人たちは彼の模範に従い、イエス様のように無欲になりたいと思いました。ワルドという名の金持ちがフランスのリヨンの町に住んでいて、イエス様のように生きるためにどうしたらよいか、町の司祭に尋ねたところ、「行って持ち物を売り払い、貧しい人々に施しなさい。…それから、わたしに従いなさい。」（マタイ19:21）という主の言葉を聞きました。ワルドは、妻と娘たちにいくらかお金を与えると、持ち物をみな売り払い、貧しい人にあげ、イエス様の説教を始めました。フランス語の聖書が無かったので、お金を払って聖書の部分をフランス語に訳してもらい、沢山の聖句を暗記し、説教できるようにしました。多くの人がワルドの説教を聴いて感動しましたが、司教と呼ばれる、リヨンの教会指導者はワルドのしていることが嫌いで、1179年、彼の説教を禁止しました。ワルドはローマに行って教皇に、聖書を説教する許可をお願いしましたが、「司教が依頼する時のみ説教できる」と、言われました。司教は元々反対していたので、行き場のないワルドは、そのまま聖書の説教を続けました。人よりは、神に従うべきだと確信していたのです。ワルドに従った人々は、ワルド派と言われ、フランスとイタリアに広がっていました。1184年、教皇ルシウスは、ワルド派を教会員ではないと追放しました。彼らは、追放されたことを悲しむより、神と聖書に忠実であることが一番重要だと考えました。逮捕からのがれて、ワルド派の人々は北イタリアへ逃げ、アルプスの山々近くの美しい渓谷で、農業や羊・山羊を飼って生活しました。子供を含め、ワルド派の人々は皆、聖書の言葉を学び、近くの町々に宣教師を派遣しました。聖書の真理を伝えたいと願ったのです。彼らは、神への強い信仰を持っていて、説教をしたために兵隊が来て逮捕しようとしても、雪の多い山々の洞穴に隠れました。今でも、彼らが礼拝した洞穴の教会を訪れることができます。ワルド派の人にとって、生活は大変厳しくなり、ある者は傷つけられ、殺されましたが、それでも毎日聖書を学びました。兵士が追いかけても、あきらめませんでした。私たちが、聖書を信頼できるのは、聖書が私たちに正しいことをするように教えているからです。聖書は、たとえどんなに難しい状況になろうと、イエス様に従うように忠実な人々を励ましてきました。神様と聖書に背を向ける人たちは悪を行います。聖書は、何が正しく清く真実であるかを知ることができるよう助けてくれます。聖書の言うことに従い、人にそれを伝える人は、ワルド派の人たちと同様、いつも神様に従います。








Gratitude is the Power of Christian Life





Do not take anything for granted without gratitude not one smile or one person or one rainbow or one breath, or one night in your cozy bed.
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その時にはまだ弟子たちは救い主の無限の方法と能力について知っていなかった。主は彼らに、「今までは、あなたがた はわたしの名によって求めたことはなかった」と言われた(ヨハネ16:24)。彼らの成功の秘訣は、主のみ名によって力と恵みとを求めることにあることを主は説明された。主は、彼らのために願いをするために父の前に出られるのであった。謙遜な嘆願者の祈りを、主は、その人に代って、ご自身の願いとしてささげられる。真心からの祈りはどれも天に聞かれる。それはなめらかなことばではないかも知れないが、その中に心がこもっているとき、イエスが奉仕しておられる聖所へのぼって行き、イエスはそれをぎごちないどもることばが一つもなく、ご自身の完全という香で美しくかぐわしいものとして、父にささげてくださるのである。


真心と誠実の道は障害物のない道ではない。しかしわれわれは、あらゆる困難の中に祈りへの呼びかけをみとめるのである。神から受けなかった能力を持っている人はだれもいないのであって、その能力のみなもとはどんなに弱い人のためにも開かれている。「わたしの名によって願うことは、なんでもかなえてあげよう。父が子によって栄 光をお受けになるためである。何事でもわたしの名によって願うならば、わたしはそれをかなえてあげよう」とイエスは言われた(ヨハネ14:13-14)。


「わたしの名によって」祈りなさいと、キリストは弟子たちに言われた。キリストに従う者たちは、キリストのみ名によって神の前に立つのである。彼らのために払われた犠牲の価値によって、彼らは神の御目に価値があるのである。�（各時代の希望、下巻 p.149）





おしらせ














ウイキョウ（Fennel）は、消化器系の症状や、胃腸器官の程度の軽い痙攣などを抑えるために用いられます。


ユーカリの油は、鼻づまりや咳を和らげるのに有効です。


オオバコは、安全で効果的な便秘薬です。





ある日、学校から家に帰る途中、マークは一人の少年が前でつまづいて、抱えていたたくさんの本や、2枚のセーター、野球のバット、グローブ、それにテープレコーダーなどを落としているのに気付きました。マークは膝をつきながら、散らばったものを集める少年を助けました。帰る道が同じ方向だったので、荷物の半分を運んで手伝いました。一緒に歩きながら、少年の名前がビルということや、ビデオゲームが好きなこと、野球や歴史が好きだということ、他のいろんな事でたくさん悩みを抱えていること、女の子とつきあいがダメになってしまったばかりだった、ことなどを知りました。ビルのお家に先に着いたので、マークも呼ばれてコークを飲んだり、テレビを見たりしました。その日の午後は、何度か笑ったり、いくらか話をしたりして楽しく過ごし、マークは、家に帰りました。


二人は、続けて学校で互いに会ったり、何度か昼ご飯を一緒に食べたりして、そのうちお互い中学校を卒業しました。同じ高校に入り、短い接触を続けることが何年かの中に幾度かありました。ついに、待ちにまった四年生になり、いよいよ卒業の三週間前という時に、ビルが一緒に話さないかって聞いてきました。


ビルは、彼らが数年前、初めて会った日のことを話しました。「僕が、あの日、あんなにたくさんの持ちものを家に持って帰っていたのは、なぜだか考えたことある？」って聞きました。


じつはね、他の誰にもゴミを残したくなくって、ロッカーを片付けたんだ。お母さんの、睡眠薬をいくらか、取って置いてね。そして、家に帰って、自殺しようとしていたんだ。でも、二人で、一緒に話したり、笑ったりしていて気付いたんだ。もし、自殺したら、あの時間はなかっただろうし、その後に続くたくさんのこともないだろうなってね。それでね、マーク。君があの本を、あの日、拾ってくれた時にね、実はね、君はもっとたくさんのことをしてくれてたんだ。僕の命を救ってくれたんだよ。





(Life Stories, by Dr. Delbert Baker）





命を救ってくれた





イザヤ 40:29


疲れた者に力を与え／勢いを失っている者に大きな力を与えられる。








キリストに従う者たちは、キリストのみ名によって神の前に立つのである。





いのちの呼吸


息をするのと同じほど大切な祈り





今週のおすすめ
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